
＊＊市＊＊地区防災計画作成
＊自治会 まち歩き

日時：令和＊年＊月＊日（＊ ）
９時半～1２時

場所：＊

（様式205 まち歩き配付物）

時間割
9:30～ 全体説明、出発前作業
9:40～ まち歩き出発
10:25～ 防災マップの作成
11:10～ 班別発表

11:20～ 次の作業手順 避難について／個人分作成・入力方法



①鉄道（●●線）を探して、黒い太点線
でなぞってください。

②主要な道路（国道●号、 ●号）を
茶色の太線でなぞってください。

地図作業① まちの構造を知る

③水路を水色の太線でなぞってください。

茶色

水色

黒

今回のタウンウォッチングの位置づけ など
現在、＊＊地区防災計画を作成中で、・・・。
全体の行程は、 ①まち歩き～防災マップ作成

②心配なことやどうすればよいかを話し合う
③避難訓練

であり、その最初の取組です。



避難場所に緑色の斜線を記入し、場所の名前
をマジックで書きましょう

地図作業② 避難場所の候補を話し合う

緑色

避難場所の候補ごとに、班の中でグループを再編
します。

自分はどこの場所に避難するか決めてください。



●グループリーダー：グループを統括します。

●記録係：歩いている最中に発見した内容などを
地図に記録地図に記録します。

●時計係： 交差点等主要箇所の時刻をメモします。

●安全係：車が来たときにみなさんに声をかけます。

●発表者：グループの発表を担当します。

※グループの名簿は、終了時までに記入

新しいグループ内で役割を決める

・写真撮影では、撮影（写真）番号を決めると後から整理しやすそうです。
・地区の方全員に地図を配付すれば、複数の方が記録することもできます。



②それぞれの方の自宅付近からの避難経路
を緑色の太線で記入しましょう。

地図作業③ 避難経路を話し合う

緑色

①各自の自宅に黒色のシールを貼ってくだ
さい。

黒色

タウンウォッチングで確認する経路をき
めてください。その経路をオレンジの太
線でなぞってください。（大きい図面）

手持ち用地図に書き写してください。

オレンジ



タウンウォッチング （確認すること）

②一時的に避難できるところ

空き地、公園

④災害時に役に立つところ

病院、食堂、食料品店、公衆電話

①地震発生時に転倒・落下・倒壊の恐れのある場所

ブロック塀、落下してきそうな看板・トランス、
危険物、ガラス張りのウィンドー など

③消火活動などを行う機材のあるところ

消火栓、消火器、防火水槽

たから
役立つ
物・場所

あら
支障になる
物・場所



タウンウォッチング（確認すること）

主要な区間ごとに、歩くのにかかった時間を図って
ください。（記録係が地図上に記入）

その他、気がついたことをメモしておきましょう。

気づいたら口にしましょう。他の方の気づきにつながります。

過去に思いを：記憶にある、または伝え聞いている、
がけ崩れや浸水箇所はありますか。

さらに未来は：（過去はともかく）報道された全国各地の
被災写真のようになるおそれは・・・



●タウンウォッチングの結果をまとめましょう

地図作業④ 防災マップを作成する

①消火活動などを行う機材のあるところを
青丸（シールor書き込み）にしてください。

消火栓、消火器、防火水槽

②一時的に避難できるところを
緑二重丸（シールor書き込み）にしてください。

空き地、公園など

青色

緑色

③災害時に役に立つところを
緑丸（シールor書き込み）にしてください。
その内容を付箋に書いて地図に貼ってください。

病院、食堂、食料品店、公衆電話

緑色



9

④転倒・落下・倒壊など、危険な場所を
赤丸(シールor書き込み) にしてください。
その内容を付箋に書いて地図に貼ってください。

ブロック塀、広告物、危険物 等

赤色

歩きの最中に気づいたこと、課題などを
付箋に書いて貼ります（or直接記入）。

作図中に出た話題も含め、できるだけ書き込みます。
（歩いていない⼈も､後から⾒ても､わかるように）

避難経路は確保できそうですか。

自動車なら渋滞しませんか。

避難行動要支援者の支援はできそうですか。

付箋の色の例

役立ち系：緑系
危険系：ピンク系

書
き
な
が
ら

み
な
さ
ん
で

話
し
合
い

ま
し
+
う
︒



作成した防災マップを用いて、

まち歩きの結果を

各グループごとに発表しましょう。

グループごとの発表

●避難計画で大切なのは、計画を作ったことに安心
せず、タウンウォッチングを継続し、まちや自分の
変化に合わせて、計画を見直しすることです。

●大地震による被害を減らすためには、どんな取組
をすればよいかみなさんで考えましょう。

今後のこと


